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一一人工呼吸関連機器:ユーザーレポート

7イカうングベンチレータCLV一日の使用経験

三年位前より多種の呼吸器を廃止し、アイカラン

グベンチレーターCLV50新装8台待機させた。昨

今の、当病院の呼吸器の使用頻度は、交通事故、高

齢化の呼吸器疾患も手伝ってか、目を見彊るものが

ある。緊急時の呼吸器疾患の対応に各社、各種の呼

吸では、専門外の医師、看護婦、パラメデイカルな

どへの使用上教育上の問題点は多く、下記の様な利

点の理由により CLV50に一本化した。

C L v50は、専用マイクロコンピューターシステム
によって制御監視される、電動ベローズ、駆動ベン

チレータで、

1.取扱が易しい

2.様準初期設定が、ワンタッチ スイッチ オン
でOK

呼吸モード CMV 

一回換気量 500..e 
呼吸回数 1 2回/分

3.長期人工呼吸に必要な機能を備えている。
4.コンプレッサー内蔵
5.故障時や使用者の問題によく対応できる、サー
ピス体舗が整っている。

患者回路系のコンプライアンス、死腔が問題となる

ような場合(小児)において、プレッシャ一、サイ

クルが摘要される.従量式の機器であるが従圧式で

も使用できる。

長期人工呼吸が使用になるケースは多くなりがちな

昨今だが、今まで多数の患者に施行しているが特に

トラブルはない。

いわせてもらえば、いろいろな機器装着の異常状態

をセンサー検知し、アラームにより知る事ができる

か検知してからの警報、アラームまでの時間短縮、

異常状態の確かな早期アラームの作動の改良を希望

する。 FLOWモードでネプライザを使用したい時

があるが、 FLOWモードではネプライザは、使用

できない機構になっている。ナンセンスな、無知的

な使用法とは恩われるがウイニング時には、必要と

する機会が多く FLOWモードでも、ネプライザが

使用できるという機構はどうかと思われるが…
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